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三

三
八

汽福
田
滞
遽
』
と
祖
光
来
禅

川

口

高

風

汽福
田
滞
遼
』
に
つ
い
て

汽
福
田
滞
遽
』
は
、
従
来

汽
新
纂
禅
籍
目
録
』
(昭
和
3
7
・
6
駒大
図

書
館
)
四

一
四
頁
に
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
大
正
十

一
年
九
月
森
江
書
店

よ
り
、

編
者
橋
本
恵
光

・
沢
木
興
道
に
よ
つ
て
、
『
正
法
眼
蔵

・
袈
裟

功
徳
』

の
附
録
と
し
て
所
収
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
本
の
表
題
に
は
、
霞

(
1
)

丘
老
漢
秘
本
と
し
て
あ
り
、
霞
丘
す
な
わ
ち
丘
宗
潭
が
秘
蔵
し
て
い
た

も
の
を
印
刻
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た

汽
福
田
滞
遽
』
は
、
橋
本
恵
光
、

沢
木
興
道
ら
に
よ
る

汽
正
法
眼
蔵
』
袈
裟
功
徳
の
提
唱
の
講
本
と
し
て

も
用

い
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
昭
和
十
四
年
十
月
に
は
、

(2
)

沢
木
興
道
に
よ
る
印
施
本
と
し
て
覆
刻
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
昭
和
九
年
三
月
に
は
、
大
阪

・
法
華
寺

よ
り

汽
仏
祖

衣

法
』
が
刊
行
さ
れ
、
そ
の
中
に

汽
福
田
滞
遽
』
が
所
収
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
そ
れ
は
、
森
江
書
店
本
と
異
な
り
、
『
福
田
滞
遽
』
の
本
文
が

書
き
下

し
に
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
文
中
に
あ
る
三
衣
の
図
相
と
三
衣

(3
)

の
説
明
文
が
略
さ
れ
、
末
尾
に

「
尾
張
府

慶
雲
堂
梓
」
と
、
刊
行
所

が
記
さ
れ
て
い
る
。
汽仏
祖
衣
法
』
所
収
本
が
、
森
江
書
店
本
を
見

て

書
き
下
さ
れ
た
か
、
そ
れ
と
も
直
接

汽
福
田
滞
遽
』
の
原
本
を
見
て
書

き
下
し
、
刊
行
さ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
り
、

ま
た
森
江
書
店
本
が

「尾

張
府

慶
雲
堂
梓
」
と
あ
る
原
本
を
活
字
化
し
て
、
刊
行
所
は
略
さ
れ

た
か
と
い
う
点
も
明
確
で
は
な
い
。

し
た
が
つ
て
今
迄
、
汽福
田
滞
遽
』
を
み
る
な
ら
ば
、
前
記
二
種

し

か
な
か
つ
た
が
、
最
近
私
は

汽福
田
滞
遽
』
の
原
本
を
、
名
古
屋
市
鶴

舞
中
央
図
書
館
で
発
見
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ

ば

一
枚
刷

で
、
内
題
に

汽
福
田
滞
遽
』
と
あ
る
が
、
折
畳
ん
だ
上
の
表
題
に
は

汽
三
衣
図
式
』

と
な
つ
て
お
り
、
少
々
轟
損
が
あ
る
。
表
題
の
紙
質
か
ら
み
る
と
、
後

に
付
け
加
え
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、

鶴
舞
中
央
図
書
館
本
に

(
4
)

は
、
狂
歌
、
俳
譜
な
ど
諸
芸
に
通
じ
た
小
寺
玉
晃
が
、
朱
字
で
書
き
入

れ
を
し
て
お
り
、
小
寺
玉
晃
が
表
題
を
付
け
た
も
の
と
も
み
る
こ
と
が

(
5
)

で
き
る
。
ま
た
刊
行
所
は
慶
雲
堂
と
な
つ
て
い
る
。

そ
こ
で
こ
の
原
本
と
、
森
江
書
店
本
や

汽
仏
祖
衣
法
』
所
収

の

汽
福

田
滞
遽
』
を
校
合
し
て
み
る
と
、
か
な
り
の
誤
植
が
あ
り
、
後
の
二
種

は

汽福
田
滞
遽
』
と
し
て
、
利
用
で
き
な
い
こ
と
が
い
え
る
。
そ
の
た
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め
こ
こ
に
、
鶴
舞
中
央
図
書
館
蔵
の
原
本
の
形
態
な
ど
を
紹
介
し
て
み

れ
ば
、
縦
二
九
、
五
彫
腰
、
横
八
十
影
腰
の

一
枚
刷
で
、
漢
文
体
で
書

か
れ
、
汽
正
法
眼
蔵
』
の
引
用
文
も
漢
訳
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
名
義
、

制
縁
、

財
体
、
染
色
、
準
量
、
条
葉
、
怐
紐
、
裁
縫
、
搭
法
、
護
持
、

三
衣
図

と
項
目
が
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
項
目
を
□
で
囲
み
、
冒
頭
に

●
印

が
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
引
用
典
籍
の
前
に
は
、
○
印
が
付
け

ら
れ
て
い
る
。

著
者
来
禅
に
つ
い
て

汽
福

田
滞
邃
』
は
末
記
に
、

文
政
乙
酉
八
月
祖
講
日

后
越
晩
学
来
禅
焚
香
敬

尾
張
府
書
騨

慶
雲
堂

梓
と
あ
る
よ
う
に
、
文
政
八
年
八
月
に
越
後
出
身
の
来
禅
に
よ

つ
て
、
著

わ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
来
禅
を
調
べ
た
所
、
新
潟
県
南
魚
沼

郡
湯
沢
町
の
瑞
祥
庵
十
五
世
の
祖
光
来
禅
を
見
出
し
た
。
本
文
中
に
、

文
政
已
卯
始
遊
二尾
州
殉
見
二其
兄
弟
所
レ搭
之
袈
裟
殉
則
染
色
。
肘
量
。
裁

製
。
搭
法
。
悉
符
二合
古
仏
衣
相
及
仏
教
祖
訓
一宛
如
レ得
二衣
内
明
珠
一也
。

於
レ是
留
錫
数
年
。
参
請
照
心
。

と
あ
り
、

文
政
二
年
尾
張
に
来
て
、
数
年
間
住
ん
だ
人
で
あ
る
。
現
に

瑞
祥
庵

に
は
、
来
禅
が
持
ち
帰

つ
た
豪
潮
律
師
の
書
写
し
た
禅
月
大
師

(
6
)

の
十
六
羅
漢
画
の
掛
軸
が
蔵
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
の
第
十

一
羅
枯
羅

尊
者
の
軸
に
は
、

維
時
文
政
庚
寅
三
月
廿
一
日
…
…
八
十
二
翁
豪
潮
謹
写
賦

一
偈
併
記

と
あ
つ
て
、
文
政
十
三
年
豪
潮
律
師
八
十
二
歳

の
時
の
も
の
で
、
来
禅

が
新
潟

の
瑞
祥
庵
に
帰
寺
す
る
時
、
記
念
と
し
て
禅
月
大
師
の
羅
漢
画

を
写
し
、
そ
れ
に
偈
を
付
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
つ
て
来
禅

は
、
文
政
二
年
か
ら
同
十
三
年
の
十
二
年
間
、
尾
張
で
豪
潮
律
師
ら
に

(
7
)

参
学
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

で
は
当
時

の
尾
張
の
様
子
と
い
え
ば
、
来
禅

が
来
る
二
年
前
の
文
化

十
四
年
、
瑞
岡
珍
牛
が
万
松
寺
に
住
持
し
て
お
り
、
文
政
三
年
に
は
、

珍
牛
が
律
な
ど
を
引
証
し
、
袈
裟
の
体
相
を
示
し
た

汽
革
弊
論
』
を
著

わ
し
て
い
る
。
汽革
弊
論
』
は
、
古
規
復
古
運
動

の
実
際
的
行
動
を
示

す
も
の
で
あ
り
、
袈
裟
に
関
す
る
律
の
引
用
な
ど
は
、
豪
潮
律
師
の
教

え
を
受
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
豪

潮
律
師
と
珍
牛
が
旧
友

で
、
か
な
り
の
交
渉
が
あ
り
、
汽
寛
海
大
師
行
業
略
記
』
(明
治
34
・
8
間

宮
六
郎
発
行
)
な
ど
に
よ
つ
て
、
そ
れ
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た

(
8
)

こ
の
二
人
は
、
尾
張
の
三
大
学
僧
の
中
に
も
入

つ
て
お
り
、
学
究
面
の

交
流
は
当
然
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
、
来
禅
が
来

た
文
政
二
年
に
は
、
珍

牛
、
豪
潮
律
師
な
ど
に
よ
つ
て
仏
教
、
祖
訓
に

合

つ
た
袈
裟

の
教
え

が
、
行
き
わ
た
つ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
尾
張
に
掛
錫
し
た
二

へ
9
)

年
後
の
文
政
四
年
に
は
、
珍
牛
が
万
松
寺
を
退
隠
し
、
慶
雲
軒
に
隠
居

し
て
い
る
。
ま
た
同
年
、

珍
牛
の
弟
子
黙
室
良
要
に
よ
つ
て

汽
法
服
格

正
』
が
著
わ
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
当
時
の
尾
張
は
、
規
矩
が
厳
守
さ
れ
、
玄
透
即
中
の
唱

え
た
古
規
復
古
運
動
が
、
実
際
に
珍
牛
、
黙
室
ら
に
よ
つ
て
行
わ
れ
て

汽
福
田
滞

遽
』
と
祖
光
来
禅

(
川

口
)
 

三
三

九
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三
四
〇

い
た
地
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
文
政
八
年
に
は
、
黙
室
が
慶
雲

軒
で
二
月
よ
り
八
月
迄

汽
正
法
眼
蔵
』
を
提
唱
し
、
九
十
五
巻
宣
揚
の

頽
を
述

べ
る
な
ど
、
黙
室
は
慶
雲
軒
で
、
宗
乗
の
根
本
義
を
教
え
て
お

り
、

こ
の
年
八
月
に
、
来
禅
は

『
福
田
滞
邃
』
を
著

わ
し
た

の
で
あ

る
。
し
た
が
つ
て
来
禅
は
尾
張
に
来
て
、
袈
裟
が
如
法
に
行
わ
れ
て
い

る
姿
を
実
際
に
な
が
め
る
と
と
も
に
、
慶
雲
軒
を
は
じ
め
諸
寺
で
宗
乗

を
学
び
、
珍
牛
、
黙
室
ら
に
参
学
し
て
い
た
も
の
の

一
人
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
し
て
そ
の
間
に
、
豪
潮
律
師
と
も
交

わ
り
、
教

え
を
受
け
ら

れ
、
文
政
十
三
年
八
十
二
歳
の
豪
潮
律
師
よ
り
揮
毫
を
得
た
も
の
と
み

ら
れ
る

の
で
あ
る
。
ま
た
示
寂
し
た
の
は
、
瑞
祥
庵

の
位
牌

に
よ
れ

ば
、
慶
応
四
年
七
月
十
四
日
、
七
十
五
歳
、
出
身
は
南
魚
沼
郡
湯
沢
町

の
地
元

で
、
師
は
瑞
祥
庵
十
四
世

一
山
来
儀

(嘉
永
五
年
二
月
二
十
七
日

寂
)
で
あ
る
。

以
上

の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
来
禅
は
尾
張
に
来
た
文
政
二
年
よ
り

四
十
九
年
後
に
寂
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
、
尾
張
に
来
た
時
は
、

寂
年
よ
り
逆
算
し
て
二
十
五
歳
で
あ
り
、
『
福
田
滞
邃
』
の
末
記
に
「晩

学
来
禅
焚
香
敬
」
と
あ
る
の
は
、
初
心
晩
学
と
い
わ
れ
る
禅
語
と
同
意

の
《
初

心
な
る
者
と
い
う
意
味
と
考
え
ら
れ
る
。

一
八

一
七

文
化
十
四
一瑞
岡
珍
牛

万
松
寺
に
住
す
。

一
八

一
九

文
政
二

祖
光
来
禅

尾
張
に
来
る
。
(留
錫
数
年
)

一
八
二
〇

文
政
三

珍
牛

汽革
弊
論
』
を
著
わ
す
。

一
八
二
一

文
政
四

黙
室
良
要

汽法
服
格
正
』
を
著
わ
す
。

葦

万
松
寺
を
退
隠
し
慶
舞

に
住
す
。

一
八
二
二

文
政
五

珍
牛

四
月
十
日
示
寂
。

一
八
二
五

文
政
八

黙
室
二
月
-
八
月
塵

寄軒
で

汽正
法
眼
蔵
』
を
提
唱

し
、
九
十
五
巻
宣
揚
の
頗
を
述
べ
る
。

菜
禅
分

汽
福
黒

邃
』
を
著
わ
す
。

一
八
二
九

文
政
十
二

黙
室
大
光
院
の
鑑
寺
を
退
き
、
慶
雲
軒
の
二
祖
と
な

る
。

一
八
三
〇

文
政
十
三

来
禅
豪
潮
律
師
よ
り
十
六
羅

画
を
講

さ
れ
る
・

一
八
三
三

天
保
四

黙

室
五
月
六
日
示
寂
。

天

三
五

天
保
六
 

豪
潮
律
師
七
月
三
日
示
寂
。

一
八
六
八

慶
応
四

来
禅
七
月
十
四
日
示
寂
。

1

霞
丘
と
は
丘
宗

潭

の
号

で
、
『
霞

丘
老
漢
説
戒
』
(
昭
和

8
・
8
鴻

盟
社
)

の
序
を
、
侍
者

の
岸
沢
惟
安
が
書

い
て
お
り
、

そ
れ
に
よ

つ
て
知
る
こ
と

が
で
き
る
。
詳

し

い
伝
記
は

汽
駒

沢
大
学

八

十

年

史
』
(
昭
和

37
・
1
0
駒

沢
大
学
)
第

七
代

歴
代
学

長
略
歴

に
あ
る
。

2

こ
の
覆
刻
本

に
は
、

発
行
所

な
ど

一
切
割
愛
さ
れ
て

お

り
、

「
大
智

禅

師
発
願
文
」

と

「
正
法
眼
蔵
袈
裟
功
徳
述
賛
」
が
附
さ
れ
て
い
る
。

3

慶
雲
堂

は
、
汽
姑
射
書
質
略
年
譜
』
(
昭
和

6
・
8
其

中
堂
)
に
よ
れ
ば
、

栗

田
東
平

の
万
屋

の
こ
と
で
、
本

町
通
十

一
丁
目
に
あ

つ
た
。
文

化
か
ら

明
治
年
間

ま
で
存

在
し
、

法
持
寺

2
3
世の
証
応
道
契

の

汽
大
蔵

郡
鑰
』

を

は
じ
め
、
高
力
種

信
の

汽
智
多
万
歳
』
汽
徳
若
五
万
歳
』

な
ど

を
出

版

し

て
い
る
。

な
お
刊

行
本
は
、
汽
郷
土
出
版
文
化
展
覧
会
陳

列
書
目
録
』
(
昭
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和

18
・
1
0
市立
名
古
屋
図
書
館
)

に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

4

小
寺
玉
晃

に

つ
い
て
は
、
汽
名
古
屋
市
史
』
人
物

編

第

二

(
昭
和

9
・

5
名
古
屋
市
役
所
)

四
二
九
頁
、

汽
続
名
古
屋
叢
書
未
刊
書
目
解
説
下
』

(
昭

和

51
・
3
名

古
屋
市
教
育
委
員
会
)
三
八
頁
参
照
。

5

『
名
古
屋
市
史
資
料
目
録
』
(
昭
和
44
・
2

名
古

屋

市
鶴

舞

中

央

図
書

館
)
九
頁

に
は
、
「
三
衣
図
式

文
政
八

(
小
寺
玉
晃
手
沢
本
)
」
と
し

て

紹
介
さ
れ
て
い
る
。

6

禅
月
大
師

の
十
六
羅
漢
画

に
つ
い
て
は
、

小
林

太
市
郎

汽
禅
月
大
師

の

生
涯
と
芸
術
』
(
昭
和

2
2
・
3
創元
社
)
に

詳

し
く
述

べ
ら

れ
て
い
る
。

7

来
禅
は
豪
潮
律
師

と
か
な
り

の
交
渉
が
あ

つ
た

も

の

と
考

え

ら

れ

る

が
、
「
瑞
岡
珍
牛
禅
師
法
系
」
(
続
曹
全
書

・
語
録

三

・
六
二

一
頁
)
な

ど

に
、

名
が
あ
げ
ら
れ

て
い
な

い
た

め
、
直
接

の
珍
牛
や
黙
室

ら
の
弟
子

で

は
な
い
。

し
か
し
慶
雲
軒

で
ふ
多

く

の
僧

が
参
学

し
て
い
た
か
ら
、

そ
れ

ら
参
学
者

の

一
人

で
あ

ろ
う
。

8

『
名
古
屋
市
史
』

社
寺
編

(
大
正
4
・
7
名

古
屋
市
役

所
)
三

六

三

頁

に
よ
れ
ば
、

珍
牛
、

豪
潮
律
師
、

そ
れ
に
黄
泉
無
著

の
三
人

が
、
三
大
高

僧

と
称
さ
れ

て
い
た
よ
う

で
、
例
え
ば
証
応
道
契

の

汽
大
蔵
郡
鑰
』
を
み

る

と
、
寂
室
堅
光
、
黄

泉
無
著
、

豪
潮
律
師

が
序
文
を
書

い
て
お
り
、

豪

潮
律
師
は
、

か
な
り
曹
洞
宗

の
人
と

の
交
渉

が
あ

つ
た
も

の
と
考
え
ら
れ

る
。

9

慶
雲
軒

は
、

も
と
尾
張
徳

川

家

第

七
代

宗

眷

(
一
六
九
六
-
一

七
六

四
)

の
隠
邸

で
、
第

十
代
徳

川
斉

軌

(
一
七
九
三
-
一

八
五
〇
)
が
、

万

松
寺
を
退
隠

す
る
珍
牛
を
迎
え
た
所
で
、
現
在

の
大
本
山
永
平
寺
名
古
屋

別
院

(
護

国
院
)
の

こ
と
で
あ
る
。

10

関
戸
元
峰

汽
瑞
岡

珍
牛
禅
師
』
(
大
正
10
・
4
法

華
寺
)

八
十
五
丁
。

汽
福

田
滞
邃
』

と
祖

光
来
禅

(
川

口
)
 

三
四

一
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